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「３桁の足し算」筆算のやり方・繰り上がりを

わかりやすく解説 

 

 

３けたの数のたし算 

 

２年生の時には、「２けたのたし算」を勉強したよね。 

３年生では「３５６＋１７２」のような「３けたのたし算」をやっていく

よ。 

 

「なんだか数が大きくなったな」と、ふあんに思うかもしれないけれど、 

２けたのたし算がわかっていれば、３けたもむずかしくないから あんしん

してね。 

 

ただ、今まではくり上がりは２回までしか出てこなかったけれど、 

３けたのたし算では、くり上がりが「３回になる」こともあるんだ。 

 

くり上がり１回・２回・３回のじゅんばんで、れいだいをしょうかいする

ね。 

 

 

「繰り上がり」が１回の３桁の足し算の筆算 

 

 

３５６＋１７２の計算の仕方を考えてみよう 

 

大きな数の計算をするときは、「筆算」をすると分かりやすかったね。 

筆算の書き方や計算のしかたは、今までと同じだよ。  
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計算するときは、一のくらいから計算するんだったよね。 

 

（一のくらい）６＋２＝８ 

（十のくらい）５＋７＝１２ 

（百のくらい）３＋１＝４ 

 

十のくらいを計算すると、「１０のかたまり」が１２こになったよ。 

「１０のかたまり」が１０こで１００になるから、百のくらいに１くり上げ

よう。 
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筆算では次のようにするよ。 

 

 
 

 

「繰り上がり」が２回の３桁の足し算の筆算 

 

 

１６８＋５７４の計算をやってみよう。 

 

計算するときは、一のくらいから計算するんだったよね。 

 

（一のくらい） 

８＋４＝１２だから、十のくらいに１くり上げよう。一のくらいの数は２だ

ね。 

 

（十のくらい） 

十のくらいは６＋７だけど、くり上がりの１をわすれないようにね。 

そうすると、６＋７＋１＝１４だから、百のくらいに１くり上げよう。十の

くらいの数は４だね。 

 

（百のくらい） 

百のくらいは１＋５だけど、くり上がりの１をわすれないようにしよう。 

そうすると、１＋５＋１＝７になるね。 
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１６８＋５７４の筆算は、次のように計算するよ。 

 

 
 

くり上がりをわすれないように、小さく１を書いておくほうがいいよ。 

くり上がりが２回もあったけど、今までの計算のじゅんばんと同じだね。 
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「繰り上がり」が３回の３桁の足し算の筆算 

 

 

９４２＋５８の計算をやってみよう。 

 

計算するときは、一のくらいから計算するんだったよね。 

 

（一のくらい） 

２＋８＝１０だから、十のくらいに１くり上げよう。一のくらいの数は０だ

ね。 

 

（十のくらい） 

十のくらいは４＋５だけど、くり上がりの１をわすれないようにね。 

そうすると、４＋５＋１＝１０だから、百のくらいに１くり上げよう。十の

くらいの数は０だね。 

 

（百のくらい） 

百のくらいは９＋０だけど、くり上がりの１をわすれないようにしよう。 

そうすると、９＋０＋１＝１０だから、千のくらいに１くり上げよう。百の

くらいの数は０だね。 

 

（千のくらい） 

くり上がりの１があるから、千のくらいの数は１だね。 
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９４２＋５８の筆算は、次のように計算するよ。 
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「３桁の数の足し算」の練習問題 

 

 

４３１＋１３３の計算をやってみよう。 

 

（一のくらい） 

１＋３＝４だから、一のくらいの数は４だね。 

 

（十のくらい） 

十のくらいは３＋３＝６だから、十のくらいの数は６だね。 

 

（百のくらい） 

百のくらいは４＋１＝５だから、百のくらいの数は５だね。 

 

 
 

この問題は、くり上がりがない「３けたのたし算」だよ。 

 

５３１＋２９３の計算をやってみよう。 

 

（一のくらい） 

１＋３＝４だから、一のくらいの数は４だね。 
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（十のくらい） 

十のくらいは３＋９＝１２だから、百のくらいに１くり上げよう。十のくら

いの数は２だね。 

 

（百のくらい） 

百のくらいは５＋２だけど、くり上がりの１をわすれないようにしよう。 

そうすると、５＋２＋１＝８だから、百のくらいの数は８だね。 

 

 
 

 

９４６＋２５４の計算をやってみよう。 

 

（一のくらい） 

６＋４＝１０だから、十のくらいに１くり上げよう。一のくらいの数は０だ

ね。 

 

（十のくらい） 

十のくらいは４＋５だけど、くり上がりの１をわすれないようにね。 

そうすると、４＋５＋１＝１０だから、百のくらいに１くり上げよう。十の

くらいの数は０だね。 
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（百のくらい） 

百のくらいは９＋２だけど、くり上がりの１をわすれないようにしよう。 

そうすると、９＋２＋１＝１２だから、千のくらいに１くり上げよう。百の

くらいの数は２だね。 

 

（千のくらい） 

くり上がりの１があるから、千のくらいの数は１だね。 

 

 
 

 

「３桁の数の足し算」まとめ 

 

今回は、３けた＋３けたのたし算を筆算でもとめたよね。 

もし、「４けた＋４けた」「５けた＋５けた」になったとしても、くり上が

りの回数がふえるだけでポイントは同じだよ。 

 

さい後にポイントをかくにんしておこう。 

 

・くらいをそろえて、一のくらいからじゅんばんにたし算する。 

・くり上がりがあるときは、くり上がる数字を小さく書いておく。 

・くり上がりが１回、２回、３回になるときもある。 


